
（別添） 

 

〇追加されるイエメン共和国における平和等を脅かす活動に関与した者等 

 

６．スルタン・サーレハ・アイダアイダ・ザービン 

SULTAN SALEH AIDA AIDA ZABIN 

 (original script: زابن عیضة عیضة صالح سلطان  )  

（肩書）不明 

（称号）(a)イエメンのサナアに拠点を置く「内務省」刑事調査局（Criminal 

Investigation Department:CID）の局長（Director）又はジェネラル・マ

ネージャー（General Manager）(b)准将 

（生年月日）１９８６年２月５日 

（出生地）イエメン、サアダ県、ラジーハ地区 

（別称）（a）アブー・サーカル・ザービン（Abu Saqar Zabin）(b)アブー・サー

ガル・ザービン（Abu Sagar Zabin） 

（国籍）イエメン 

（旅券番号）不明 

（身分登録番号）(a)イエメン国民識別番号：10010095104（2013年 12月 26日発

行）(b)イエメン軍事識別番号：20432（2018年発行） 

（住所）イエメン、サナア 

（リストへの掲載）2021年 2月 25日（2021年 4月 5日改定） 

（その他の情報）スルタン・サーレハ・アイダアイダ・ザービンは、適用される

国際人道法の違反及びイエメンにおける人権侵害を含め、イエメンの平和、安

全及び安定を脅かす行為に関わってきた。 ザービンは、政治活動を行う女性

に対する脅迫、並びに組織的な逮捕、拘禁、拷問、性的暴力及び強姦の実行政

策において重要な役割を担ってきた。 CID の局長としてザービンは、自宅軟

禁、警察署、正式な刑務所、拘置所及び秘密に付された拘置所を含む複数の拘

禁場所の使用に関し、直接責任を負い、又は、同人の権限により責任を負うと

ともに、共犯している。これらの場所では、少なくとも 1名の未成年者を含む

女性が強制的に失踪させられ、繰り返し尋問され、強姦され、拷問され、適時

の治療を拒否され、強制労働させられた。ザービン自身が直接拷問を加えた場

合もあった。 


